
（株）四国シキシマパン松山工場

大阪豊中工場

大阪昭和工場

犬山工場

本社テクノコア名古屋工場

パスコ東京
多摩工場

（株）信州シキシマ

第一食品（株）

パスコ湘南工場

刈谷工場

神戸工場神戸冷食プラント

パスコ利根工場
パスコ埼玉工場

（株）イレブンフーズ

…ベーカリーサポートセンター・営業所
…工場

売上高の推移

※各数値は2017年8月末現在あるいは2017年8月期

（百万円）
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仙台ベーカリーサポートセンター
渋谷ベーカリーサポートセンター
岡山ベーカリーサポートセンター
熊本ベーカリーサポートセンター

パスコ利根工場
パスコ東京多摩工場
パスコ湘南工場
パスコ埼玉工場
名古屋工場
刈谷工場
犬山工場
大阪豊中工場
大阪昭和工場
神戸工場
神戸冷食プラント

本社テクノコア
パスコイーストカンパニー
パスコウエストカンパニー
パスコ冷食カンパニー

本社・カンパニー

工　場 営 業 所

ベーカリーサポートセンター

パリ事務所

海外駐在員事務所

北関東営業所
千葉営業所
目黒営業所
新潟営業所
甲府営業所
富山営業所
金沢営業所

福井営業所
長野営業所
松本営業所
浜松営業所
静岡営業所
津営業所
京都営業所

福知山営業所
和歌山営業所
鳥取営業所
山陰営業所
岡山営業所
広島営業所
山口営業所

株式会社 四国シキシマパン
［パン・菓子類の製造・販売］

第一食品 株式会社
［パン・菓子類の製造］

株式会社 
レアールパスコベーカリーズ
［ベーカリーショップの運営］

パスコ・ロジスティクス 株式会社
［パン・菓子類の輸送・配送］

Panash Limited
［香港でのベーカリーショップの運営］

株式会社 信州シキシマ
［パン・菓子類の製造］

株式会社 イレブンフーズ
［パン・菓子類の製造］

愛知ミタカ運輸 株式会社
［パン・菓子類の輸送・配送］

株式会社 パスコ・エクスプレス
［パン・菓子類の輸送・配送］

事業所

グループ企業 その他の海外拠点・合弁会社

Nisshi Chain co., Ltd.
［ベーカリーショップの運営］

上海頂盛食品工業有限公司
［パン・菓子類の製造・販売］

中国

台湾

PT. Nippon Indosari Corpindo, Tbk.
［パン類の製造・販売］

インドネシア

1920年（大正9年）の創業以来、製パン分野は事
業の中心的役割を果たしてきました。長い伝統に培
われた技術力と、常に新しい価値づくりを指向する
チャレンジ精神は、数々のロングセラー商品を生み、
食事用パン市場で「超熟」シリーズがNo.1のシェア
を獲得するなど、トップメーカーの自負と誇りをもっ
て事業を展開しています。また、国産小麦“ゆめちか
ら”を使用した「超熟 国産小麦」を発売するなど、食
料自給率向上に向け取り組んでいます。
製菓分野においては、創業まもない1922年（大正
11年）から製菓市場に進出し、おいしさや品質の向
上を追求してきました。そのなかでも「なごやん」は
名古屋を代表する銘菓として親しまれています。

高品質な冷凍生地を全国各地のベーカリーや外
食産業などへ広く供給しています。生産拠点は、神
戸にある冷凍生地工場。現在では冷凍生地の業務
用・家庭用の通信販売サイトも展開し、少量多品種
の取引にも柔軟に対応しています。

香港・台湾・インドネシア・中国へ進出し、製パン
ホールセール事業、リテールベーカリー事業を展
開。Pascoで培った技術やノウハウ、想いを伝え、そ
れぞれの国の食生活にも貢献しています。「世界に
羽ばたくPasco」をスローガンにPascoブランドを世
界に広めるべく活動しています。

敷島製パン株式会社
〒461- 8721
名古屋市東区白壁五丁目3番地
パン、 和洋菓子の製造、 販売
1920年6月（大正9年6月）
1,799百万円
156,158百万円
4,106人
国内に15工場
（グループ企業4工場含む）

国内40事業所
（株）みずほ銀行・
（株）三菱東京UFJ銀行

／
／

／
／
／
／
／
／

／
／

名 称
本社所在地

事業内容
創 業
資 本 金
売 上 高
社 員 数
工 場 数

事業所数
取引銀行

業務用サイト
ht tps://www.pasconet.co.jp/frozen

家庭用サイト
ht tps://www.pascoshop.com

会
社
概
要

敷島製パン株式会社　
常務取締役

家田 茂

清泉女子大学卒業、ハーバード大学教育学修士、スタンフォード大学
経営学修士。ハーバード大学日本語教師、べイン・アンド・カンパニー
を経て、1991年、日本コーン・フェリー・インターナショナルに入社。
日本支社長、会長を歴任。1995年から2007年まで米国本社取締役
を兼務。2010年から現職。2001年より花王、ソニー等社外取締役を
歴任。現在、㈱ブリヂストン、味の素㈱、Ｊ．フロント リテイリング㈱、
ウシオ電機㈱の社外取締役。2011年から2015年まで経済同友会副
代表幹事。人財、キャリアに関する著書、講演多数。橘・フクシマ・咲江 様

G&S Global Advisors Inc.
代表取締役社長

製パン・製菓事業

冷食事業

海外事業

企業のCSR報告書には、その企業の「企業理念」を基に、果たす
べき社会的責任と、その実行を表明する行動宣言が記されてお
り、その企業の社会に対する「姿勢」を理解することができます。
Pascoの201７年の報告書を、昨年との比較も含めて「Pascoらし
さ」と「今後に期待すること」として述べさせて頂きます。

Pascoらしさ

今年の報告書では、目標のために精進し極める「匠」を紹介する
ことで、目的のために努力することの重要性を示す「金儲けは結
果であり、目的ではない」という創業の理念が表現されています。
社内の「匠」が常に社会貢献を目指して精進している姿が紹介さ
れ、昨年より作り手の顔が明確に見えることで、社長の「お客さま
の“想い”に応えるパン」を提供したいという姿勢が、より強く伝
わってきています。災害の際にも役立つ「ロングライフブレッド」
開発のために素材の微生物の研究をする「匠」、工場で「スタッフ
の生き生きした顔が、良い顔をしたおいしいパン」を作るとの信念
を持ち製造現場を管理する「匠」、また、そのパンを消費者に届け
るためにコンビニを廻る営業の「匠」等の話によって、一つのパン
に込められた多くの「より安心、安全なおいしいパンを届けたい」
という想いが感じられます。「ロス・ムダ・コスト削減」の説明では、
「匠」の努力の一例を知ることが出来、環境問題の解決が身近な

ところにあることに気づかされます。この姿勢は、子どものための
さまざまな食育活動や、「ゆめちから」の活動に触発されて農学
部に進んだ生徒の事例につながり、生存の原点である「食」の重
要性とそれに対するPascoの強い想いが伝わってきます。

今後に期待すること

今後の人口減少への対応として、性別、年齢、国籍を含むダイ
バーシティ推進は、人財確保の観点からも、「人づくり」の要とな
ります。シニア社員の登用が紹介されていますが、男女共に育児
や介護という人生のライフサイクルの節目で、「最適な働き方」
を選択し、働き続けるワーク・ライフ・マネジメントが益々重要に
なります。そして、そのための「新しい働き方」の導入には、AI（人
工知能）やIoT（モノのインターネット）の活用が不可欠です。今
後は、情報通信技術やロボット等の導入で業務の効率化を図り、
人がより優れた「匠」となるために時間が使えるようにすることが
求められます。加えて、昨年提言した「新しい働き方やイクメン
の増加等による食生活の変化を“先取りした”商品開発」がさら
に必要になっています。そうした社会の変化を“機会として活か
す”活動が今後の報告書に反映されること期待しています。

今回の報告書は「一人ひとりの技と想いが“いつものパン”を支
えています。」をテーマとし、お客さまの要望に応えるための社員
一人ひとりのチャレンジや想いを中心に、Pascoの取り組みをお
伝えしました。特集「パンづくりの匠たち」では、技術を磨き、妥
協することなくパンづくりに取り組む様々な職種の7人の社員を
紹介しました。
「Pasco CSR報告書2017」の第三者評価は、昨年に引き続き
G&S Global Advisors Inc.の橘・フクシマ・咲江様に賜りました。
特集「パンづくりの匠たち」につきまして、「お客さまの想いに応
えるパンを提供したい」という姿勢が強く伝わる、と評価いただ

けたことは、率直に嬉しく感じましたし、社員の励みになるお言
葉を頂戴したと受けとめております。
人づくり、職場づくりの取り組みにつきましては、これまでPasco

で取り組んできたワーク・ライフ・バランスをさらに前進させ、人
口減少といった社会課題に対応していくため、ダイバーシティ推
進や生産効率向上の視点も含めて総合的に取り組んでいくべ
きと示唆をいただきました。社会の変化を“機会として活かす”活
動にも取り組むべきとのご提言も踏まえ、今後の活動と次回以
降の報告書作成に努めてまいります。
フクシマ様には、改めて感謝申し上げますとともに、今後ともご
支援ご鞭撻を賜りますよう、心よりお願いいたします。
最後になりましたが、みなさまには、「Pasco CSR報告書 2017」
をお読みいただき、ありがとうございました。忌憚のないご意見、
ご感想をお寄せいただくとともに、引き続きお力添えを賜ります
よう、お願い申し上げます。

第三者評価

あとがきにかえて
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